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　The 　purpose　of　this　study 　is　to　reveal 　the 　nature 　of　the　consumer 　prob ［ems 　experienced 　by　womenls

university 　 studentS 　 and 　to　 analyze 　how 　these 　 problems，　the　 behaviors　 of 　the 　 consumers ，　 and 　 the

consumers
’
personality　traits　 are 　 interreiated．　 This　 study 　 also　 examines しhe　 erfec七iveness　 of　 the

consumer 　educa むion　aしuniversity 　levei，　and 　sugges 七s　ways 　to　improve 　the　consumer 　education 　so 　as 　to

raise 　 students
’
awareness 　and 　produce 　consumers 　 capable 　of 　makillg 　appropriate 　decisions　based　on

their　own 　value 　sysLems ．　The 　resultS 　are 　as 　follows ： 1．Ten 　percent　of　a日students 　surveyed 　experienced

some 　sort　of　serious 　consumer 　pToblem ．　Cosmetic　purchases 　and 　aesthe 口c　services 　accounted 　for　the

largest　share 　where 　dishonest　business　practices　were 　involved．2．　Students’unrealis 血c　attitudes 　toward

purchases　on 　credit 　conLribu しed 　to　impulse 　purchases．3．　 Sしudents 　who 　are　not 　independent 　or

reluctan しto　decline　 an 　offer　tended　to　be　drawn 　into　a　problemabic 　situ 飢 ion　 at　the 血 ne 　of 　signing 　a

conLract ．4．　Ninety　percent　of 　respondents 　have　been　given　consumer 　education ，and 　of しhose，　seventy
percent 　stated しhatしhey　were 　given　 consumer 　 education 　 at 　their　high　 schoomome 　 economic 　 class ．5．
Many 　of　those 　who 　were 　given　consumer 　education 　in　university 　demonstrated 　greater　understa 皿 ding

of　what 　could 　lead　to　serious 　consumer 　prob且ems ．
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　 1．は じめ に

　本 稿 は，女子大 学生 を対象 に 消費者被 害 に つ い て 調

査 し，消費者被害が増加 して い る要因を，女子大学生

の消費行動，性格特性 と関連づ けて探 り，自己の 価値

観 に 基 づ い た 主体的 な意思決定が で きる よ うな人 を育

て るため の 消費者教 育の あ り方 を検討 す る もの であ る．

近年，若者の消費者被害が著 しく増加 して い る．国民

生 活セ ン タ ーの 調査に よ れ ば，2000年度に 全国 か ら

寄 せ ら れ た相談情報で は ，契約 当事者が 20 歳代 で あ

る取 引 が 最 も多 く，全体 の 25，8％ で あ っ た．契約 当

事者が学生 で あ る相談件数 も増加 して い る （2000 年

度は全相談件数の 4．8％ ＞
1）．

　学 校 におけ る消 費者教 育 は 1966年 の 国民生活審議

会 で 必 要性 が示 され ，そ の 後文部省は，学習指導要領

の改訂をお こ な うな ど消費者教育の 充実 を図 っ て きた ．

1989年の 学習指導要領の 改訂で は ，高等学校 で の 家

庭科 が 男子 も必 修 と な り， 男女 が と もに ，小 ・中 ・高

校で
一

貫 して 消 費者教育が学習指導要領に 含まれる家

庭科の授業を受け る こ ととな っ た．内容 も，従来 まで

は消費者は 保護 され る もの として扱 わ れ て い た が
， 消

費者が 主体的 に 自らの 消費 生活 の 向上 と経 済社会の 発

展 に 向け て 判断 し，行動 す る こ との 大切 さが強調 され

て い る
2，．上記の こ とか ら，現在 20 歳前後の 若者の

多 くは，高校 まで の 課程で ，何 ら か の 消費者教育 を受
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け た 経験 が あ る もの と考え られ る． しか しなが ら，若

者 の 消 費者被 害が減少す る きざ しは み えな い ．

　本稿で は ，家庭科教員養成校 と して 消費者教育が カ

リ キ ュ ラ ム に 取 り入 れ られ て い る家 政学部 の 女子大 学

生 を対 象 に ア ン ケ
ー

ト調査 を実施 し，消費者被害の 実

態 ，消 費行 動 や 性 格特性 を調べ た ．

　大学生 の 消費者被害に つ い て は ，酒井 ら
3 ，

や 田結 庄

ら
4 ）5 ）

，光武
5｝

の 報告が あ る ．酒井 ら
3
吻 報告 で は ，キ

ャ ッ チ セ ー
ル ス や ア ポ イ ン トメ ン ト商法で ，勧誘 を受

けた こ との ある学生 は多 い が ，悪質商法など に つ い て

学生 の 知識 は 不十 分 だ と して い る ．田結 庄 ら
4 ） 5 ）

は，

消 費者教 育 と悪 質商法 や ク
ー

リ ン グオ フ に 関す る 知識

と の 関連 を調 べ ，ク
ー

リ ン グオ フ に 関する 知識や トラ

ブ ル を受けた際の 態度に
， 消費者教育の 効 果が あ らわ

れ て い た と報告 して い る ．光武
6 ｝

は ，不況 下 で は，学

生 の 消費者 として の 自覚は 高 ま る が ，消費者 の 権利や

責任 ， 契約 に つ い て の 消費者教育を受 けた経験の ある

学 生 は少な か っ た と報告 して い る．い ずれ の 調査 も，

調査 時期 よ り 7 年以 上 を 経 て お り， そ の 間 に 学習指 導

要領の 改訂 が あっ た た め ，学生 の 被 害 実態 や ，消費者

と し て の 意識 ，消 費者教育 の 効 果 も変 化 し て い る と思

わ れ る ．本 稿 で は ，若者 の 消費者被害が 増加 して い る

原 因 に ，若者の非主体的な価値観や 消費行動が ある の

で は な い か と考え，具 体的 な 消 費行 動 や 性格 特性 に つ

い て ，消費者被害 との 関連 を検討 した．

　若者の 消費行動 に つ い て ，服部
7 ）は ，現代 の 若者は，

商 品本 来 の 使 用価値 で は な く，付加価値で ある情報部

分 に 関心 を持 ち や す い と して い る ．例 えば
， 「ブ ラ ン

ド志 向」 と い っ た女子大学生 に よ くみ ら れ る 消費行動

は，付加価値で ある情報に 関心 を もつ とい う若者の 消

費行動 をあ らわ す もの だ と考え られ る．「ブ ラ ン ド志

向」 の よ うな消費行動 は ，主 体的に 情報 を収集 し
， 商

品 の 価 値 を吟味 して判断 し た意思 決定 と は い えない ．

女子大 学生 の そ の よ うな消費行動 は ，消費者被 害 の 要

因 と し て，考 え ら れ る の で は な い だ ろ うか ，

　また ，現 代 の 若者 の 意識 に つ い て ，大橋
δ｝
は，現代

の 若者 を ホ ロ ン 型 と して 捉 え，ま さ つ を回避 し な が ら
，

自分 ら しさ を大切 に す る と報告 して い る．木 元
9 ｝は

，

現代の 若者は，自己の 将来 に対する 生 活設計 を持たず ，

自己主 張を抑 え
， 自分 の 弱点 を見せ たが らな い ，と報

告 して い る ．そ の よ うな若者 像 は，女子大 学生 に もあ

て は ま る．「自己主 張 が苦 手 で あ る 」 と い っ た 女子 大

学生 の 性格特性は，業者の 言 い な りに な り気 が つ い た

ら契約 して い た と い う事態 を招 くか も しれ な い ．

　現代の 消費者教育に つ い て は
， 悪 質商法等の 知識 を

断片的 に扱 うようなハ ウ ツ
ー

的 なも の に な りが ちで ，

主体性 の あ る 消 費者 を育成す る まで に は 至 っ て い な い

と い う指摘が ある
LO）．本調査の 対 象で あ る 女子 大学生

に お い て も，消費者教 育を受け，悪 質商法 に 関す る 知

識 は あ っ て も，消費者 と して の 主体的な意識や 消費行

動 は身に つ い て い な い の で は な い だ ろ うか ．

　本稿で は
，

は じめ に 女子大学 生 の 消 費者被害 の 実態

を調査 し， 特徴 を明 らか に す る．次に ，若者の 消費行

動や意識 にみ られ る非主体的な価値観が，消費者被害

の 要因とな る こ と に つ い て
， 消 費行動 ， 性格特性 それ

ぞ れ の 側 面 か ら分析す る．また，若者 の 消費者 と して

の 意識 を調査 し，大学 で の 消費者教育 の 有効性 を検討

す る．そ して ，主体的な価値観 をもっ た 消費者 を育成

す る ため に は，どの よ うな消費者教育 をお こ な っ た ら

よ い の か を 考 え る た め の 資料 と す る こ と を目的とする ．

　2．調査方 法

　女子大学生 の 消費者被害に つ い て
， 家政学部 に 所属

す る女子大学生 334名 を対 象に ，質問紙 調査 を実 施 し

た ．調査は 集合調査 法 に よ りお こ な っ た．調査時期は ，

1999年 7 月 で ，有効回収数 は 332 名，回収率は 99．4

％ で あ る．調査対 象者 は，大学 1 年生 か ら 4 年生 まで

で ，対象者 の 平均年齢 は 20．7 歳 で あ っ た．調査 票 の

作成に あた っ て は ，若者を対象に した意識調査
M ）
や，

消費者被害 に 関す る 調査
12）11）

な ど，他機 関 に お け る 最

近 の 調査 を参考 とした ．

　本稿 で は，以 下 の 項 目 を調査す る ．

　  女子大学生 の 消費者被害 の 実態

  女子大学生 の 消費行 動 性格 特性

　  ク レ ジ ッ トや 消費 者 トラ ブ ル に 対 す る考え方

  消 費者 として の 意識

  消 費者教育 を受けた経験

こ こ で ，  消費行動
・
性 格 特性 で は ，消費者被 害 の

要因とな りそ うな ， 非主体 的な消費行 動 を取 り上 げた，

また 「お 金 が な くな っ た ら親 に もらう」 とい っ た，金

銭感覚 の 甘 さを示す項 目を含め た．性格特性 に つ い て

は，「雰囲気 に惑わ され や す い 」 とい っ た 非主体 的 な

価値観 を示す項 目を入 れ た．また，現代 の 女子 大学生

の 不安感や社 会 に 対 す る意 識 を含 め た．  消費者 と

して の 意識 は ，消費者 の 責任 や，消費者の 立場 を問う

もの と した．

84 （84）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

女子大学生の 消費行動
・
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　3．女子大 学生 の 消費行 動 と性格特性 に み る消費者

　　 被害の 要因

　（1） 女子大学生 の消費者被害 の 実態

　本調査で ，実際 に金銭的な被害を伴 っ た消費者被害

経験 の あ る者 は，全 体 の IO％ で あ っ た．その
一

方で ，

図 1 に 示 す よ う に ，金銭的 な被害は伴 わ な くとも，消

費者 取引 に際 して 何 ら か の トラ ブ ル を経験 した もの は

多か っ た．内容 と して は 「長時間の 勧誘」や 「強引 ，

威圧 的な勧誘」な ど，勧誘 に 閧する もの が 目 立 っ た．

　次 に悪質商法の 中で も学生 に 被害 が 多い ，キ ャ ッ チ

セ ール ス ，ア ポ イ ン トメ ン ト商法，マ ル チ 商法 に つ い

て 尋ねた と こ ろ，図 2 に示 すよ うに ，キ ャ ッ チ セ
ー

ル

ス で は，契約 した者 も含 める と，半数近 くの 学生が勧

誘 を受け た こ と が ある と し て い た．

　 　 　 　 　 　 長時 間 の勧 騰 8

　 　 　 　 強引、蔵圧 的 な勧 誘

　 　 　 　 　 値段 が不 当に高い

　 　 品質 ．性 能 が思 い 通 りで ない

　 　 　 　 　 販兇 員の 説明不 足

　 　 深夜．早朝．動 務窕 での 勧勝

高顧な解約金．ま た は解 約 で きな い

　 　 　 　 　 　 　 　 その 他

　 　 　 　 経 験 L たこ とはない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0、0　5．O　10．015．020，025．030 ．035、040．0

図 L 消費者問題の 経験

　国民 生活セ ン ターは，若者女子 の 消費者被害 の 特徴

として ，被 害 に あ っ た 商 品 ，
サ ービ ス の 内容 が ，エ ス

テ テ ィ ッ ク や 化粧 品 に 偏 っ て 多い こ とを発表 して い

る
！” ）．そ の 要因と し て ，若者 女子 の 容姿 に対する 関心

が 高い こ とが挙 げ られ る ．「きれ い に な りた い 」「うつ

くしくみせ た い 」 とい っ た欲求が ，化粧品や エ ス テ テ

ィ ッ ク を扱 う悪質業者 の 標 的 に な っ て い る と考 え ら れ

る，エ ス テ テ ィ ッ ク に つ い て は，無料体 験 コ ー
ス を設

け，消費者 を勧誘する 商法が 多 くみ られ る．本 調査 で

そ うした無料体験 コ
ー

ス に つ い て尋 ね た と こ ろ，図 2

に 示 す よ うに ，受けた こ と の あ る学生 が全体の 4．2％ ，

興味 を 持 っ た 学 生 は 45．6％ に 上 り，学 生 の 関心 が 高

い こ とが わか っ た．

　次に ，学生 が 実際 に 勧 誘 を受け た商品，サ ービス の

内容 を表 1 に示す．キ ャ ッ チ セ
ー

ル ス で は
， 化粧 品 ，

エ ス テ テ ィ ッ ク の 勧誘が 圧 倒的に 多 い ．学生 に は，化

粧品，エ ス テ テ ィ ッ ク に 関す る 消費者被害に 注意 を促

す必要が ある ．しか しなが ら ， 件数の 偏 りは ある もの

の ，女子大学生が勧誘 され る商 品 ，サ
ービ ス の 内容は

多岐 に わ た っ て お り， 特定の 商品に対 して 注 意 を促 し，

消費者 被害 を防止 す る こ と は 困難で ある こ とが 明 らか

とな っ た ．

　  　女子 大学生の 消費行動 に み る消費者被 害 の 要因

　 こ の ように悪質商法で勧誘 され た商品 ・サ
ービ ス で ，

化粧品 とエ ス テ テ ィ ッ ク が 圧倒 的 に 多か っ た こ とか ら

キ ャ ッ チ セール ス

契約 　
：
別 な塲所 で

し　　i説 明 を受け

た　　iた　　，ノ・’

i勧 議され

iた

戀 §§讌醸

勧 誘 され た 1 と　i知 ら な 　iそ の iN．A、

瓢 酵 i・ ・ た i・ …

・糶 401 ．i　
’
105 　31 ．2

ア ポイ ン トメ ン ト0．
商法

マ ル チ 商法

爨 　 　 　 ．　 　 52
ウ　 閉 髭 、

・
　　　　　　

＾ 169 　 　 6　 0．3

1動齶され i動醗され た こ とは tsい が

：た 　 　 　 1商 法 を知 っ てい る：　 　　　 　 」

鑞飜 醸懣 ミ
。

i名荊 は聞 い た i知 らな 　i閥．A．

：二 とが あ る 　 iか っ た 　 i

k

ミ要 　　　
齟
2a　　　、690 ．3

　　　　　　　黝 U 囎 体験 コ
ーi契約は ない ht 　 i黝 は ない し i友人 h喫 i知 らな iN・A・

　　　　　　　
た 1ス を鰍 …興 喇 漏

　 i興 味 t4 ’

軒
た

… 
た

．」

蘓 磊
・ ク ・ 飜 濕飜 濺 驪 鏃 嚢 ・1

’

・ ・

　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　N＝ 332　　　　（％）

　　　　 図 2，悪質商法 ・エ ス テ テ ィ ッ ク の 無料商法 に つ い て
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表 1，消費者被害 の 内容

順 位　キ ャ ッ チ 七
一

ル ス （n
＝140）　 件数　 （％ ）　 順 位 　　ア ポ イ ン トメ ン ト商法 （n＝　73）　　 件数 　 （％ ）　 順 位 　 マ ル チ 商 法 （n＝20＞　 件数 　 （％ ｝

1，　 化粧品

2，　 エ ス テ テ ィ ッ ク

3．　 英 会話

4．　 美容 院

5．　　携帯電 話，PHS

6．　 パ ソ コ ン

7．　 日常雑 貨

8．　 パ ブ，ホ ス テ ス

9，　 ダ イ エ ッ ト

10．　 ア クセ サ リ
ー，宝石

H ．　 学習教材

L2．　 ビ ール

13．　 絵画

14．　 高額 な ア ル バ イ ト

15．　 健康食 品

16．　 旅 行 サ
ー

ビ ス

17．　 無 回答、その 他

61　　 43．6　　 1．
59　　　42．1　　　2．
10　　 7．1　 　 3．
8
　

5・71 ・
　 　 2、9　　 b、4

11：ill
2　 　 1．4　 　 8．
2　 　 1．4　　 9．
2　 　 1、4　 10．
l　　 D．7　 11．
1　 　 0．7　 12，
l　　 O．7　 13．
1　 　 0．7　 上4．
1　 　 0，7　 15．
1　 　 0，7　 16，
lO　　　7，1　　17．
　 　 　 　 18．
　 　 　 　 19．
　 　 　 　 2D、
　 　 　 　 2i、
　 　 　 　 22，

旅行

漕物

英会話教材 ・ス クール

エ ス テ

ア クセ サ リ ー，宝 石

各種会員，割引 カード

電化製 品 （CD ，　 MD ｝

資格

化粧品

パ ソ コ ン

リ ゾートホ テ ル ，マ ン シ ョ ン の 会員権

100万円あたった

ア ロ マ テ ラ ヒー
下・着
絵 画

携帯電 話

塾

浄水器

台湾 の 宝 く じ

洋服

詰婚相 談所

その 他，無 回答

16 　　21．9　　1．　 下 着，補正 下 着

14　 　19．2　 2．　 化粧 品

8　 11．0 　 3．　 ア ム ウエイ

8　　　11．0　　 4．　　浄 水暑鼻

6 　 　8，2　 5．　 ア ク セ サ リ
ー

5　 　 6．8 　 6．　 エ ス テ

45 、57 ． コ ート

3　 　 4．1　 　 8．　 24時 閔風 呂

22 ．79 ， 昌
電 f匕製 品

2　　 2，7　 10．　 布団

2　 　 2．71
　 　 1．41
　 　 1．41
　 　 1．41
　 　 1，41
　 　 1，41
　 　 1，41
　 　 1，41
　 　 1，41
　 　 1，41

　
1・40

　　 6．8

5　 　 25、Ol25
・Ob

　 　 25．03
　　 15．01
　　 5．01
　　 5．Ol
　　 5，01
　　 5，01
　 　 5，01
　　 5．0

推測 し て も，女子大学生 は ，自己 の 容姿 に 対 す る関心

が高 い ．こ の こ と は
， 「ブ ラ ン ド志 向」 とい っ た女 子

大学生 に 多くみ ら れ る 消費行動 とも関連 して い る．ま

た，女子大 学生 に多 くみ られ る 「衝動買い 」 とい っ た

消費 行動 は，主体的 に情報を収集 し
， 商 品 の 価値 を 主

体的 に判断 し た意思 決定 とは い えな い ．

　学生 の多 くは，金銭的に親 の 援助 を受ける
一

方で ア

ル バ イ ト を して お り，自由 に使 え る お金 を持ち，購買

行動 も活発 で あ る．しか しなが ら，現代の 若者に は ，

金銭 的 に も精神的 に も自立 して い な い もの が 多 く見受

けられ る ，その ため 金銭感覚が ル
ーズ で ，お金 がな く

な っ て も 「親 に 出 して もらう」「ア ル バ イ トすれ ば よ

い 」 と安易 に 考 える者 も多い の で は な い だ ろ うか ．こ

こ で は
， 以上 の ような非主体的な消費行動 や，ル ーズ

な金 銭感覚が，消費者被害の 要 因 と な る の で は な い か

と仮 定 し，分析 を試み た ．

　女子大学生 の 消費行動 と金銭 感覚で 問題 と思わ れ る

衝動買 い や ブ ラ ン ド志 向，親 へ の 依存 な どに つ い て
，

「よ くあ る」か ら 「ま っ た くない 」 まで 4段 階 で 回答

を得 た．結果 を図 3 に 示す．「衝動 買 い をす る こ とが

あ る」 に つ い て は
， 「よ くあ る」「た ま に あ る」 をあわ

せ る と全体の 7割 と な り， 学生 の 多 くが 経験 し て い る

こ と が わ か っ た．また，「お 金 が な くな っ た ら 親 に 出

して もらう」「お金が必要に な っ た ら ア ル バ イ トをす

れば よい 」と考える 学生は全体 の 5 割以 上 に の ぼ り，

学生 の ル ーズ な金銭感覚が あ ら わ れ て い る．

　次に
，

こ うし た 消費行動 と消費者被害 との 関連に つ

い て検討 す る．本調 査 で は，実際に 金銭的な消費者被

害 を経験 した も の は全 体の 10％ と低 く，消費行動 と

消費者被害の 直接的な関係 は 認 め られ なか っ た．

　本調査 で は，実際に 被害に あ っ た こ とが あ る学生

の 割合は，横浜市 の 調査 （18 歳 か ら 39 歳 を対象）の

22．4 ％ よ りも低 く，そ の 理 由 と して ，調査対象者の 平

均 年齢が低 い こ と，学生 の ク レ ジ ッ ト所有率が 社会人

と比 べ て 低 い こ と が 考え ら れ る ．し か しな が ら，本調

査で 実際の 被害経験は な く と も，将 来的 に被害者 に な

りうる 要素 を持つ もの は 多 い と考え，そ の よ うな 将来

的 に 消費者被害に あ う可 能性 を示す もの と して ク レ ジ

ッ トに対す る考え方 を取 り上 げた．消費者被害は ク レ

ジ ッ ト契約 を伴 っ て 発 生 す る もの が 多い ．本調査対象

者の ク レ ジ ッ トカ ー
ドの 所 有 率は 42％，実際に使用

した こ と が あ る者 は 33％ で あ っ た．

　ク レ ジ ッ トに対する考 え方を図 4 に示す．学生 は
，

ク レ ジ ッ トに対 して 「ク レ ジ ッ トは 借 金だ か らなるべ

く利用する べ きで は な い 」 と考 え る
一

方 で ，「簡単 に

組 め る と 自分 も多重債務 や 自己破産 に な る 可能性が あ

る 」 と ク レ ジ ッ ト利用 に 不安を覚 え て い た ．そして ，

「高額 な商品 ・サービ ス も買え る よ うな気 が す る 」 「欲

しい もの が すぐ手 に 入 る の で 便利 だ」 とい っ た安易 な

ク レ ジ ッ トの 利用 を示す項 目を学 生 の 半数 近 くが肯定
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く
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図 4 ，ク レ ジ ッ トに 対する 考え方
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して い た．

　次に，消費行動や金銭感覚 と，ク レ ジ ッ トに対す る

考え方 を ク ロ ス 集計 した 結果 ，有意差が あら われた も

の を表 2 に 示す ．「衝動 買 い 」は
，

ク レ ジ ッ トに 対 す

る考え方 と複数の 項目 で 関連が み られる．「衝動 買 い 」

を よ くす る 学 生 に は ，「高額 な商 品 ・サ
ービ ス が 買 え

る気が す る 」 「欲 しい もの が す ぐ手 に 入 り便利だ」 な

ど，ク レ ジ ッ ト利用 を安易 に考 えて い る 傾向が み ら れ

た．また，「お 金 を親 に 出 して もら う」 と 「自分 も自

己破産 に なる 可 能性が ある」に は強 い 関連が認 め られ，

「お 金 を親 に 出 して もらう」こ とが よ くある学生 ほ ど，

自分 の ク レ ジ ッ ト利用 に 不安 を覚え て い る こ と が わ か

っ た．

　以上 の よ うに ，「衝動買 い 」 と い っ た非主 体的 な消

費行動 は ， ク レ ジ ッ トの 安易 な利 用 に 結び つ き， 「お

金 を親 に 出 して も らう」 とい っ た金 銭感覚は
， ク レ ジ

ッ ト利用 に 対す る 不安 感 と関 連 が み られ た こ とか ら ，

そ れ らが
， 消費者被害の 要因となる 可能性が示された．

　（3） 女子 大学生の 性格特性 に み る 消費者被害の 要因

　現代 の 若者 は ，他者 と の 摩擦 を恐 れ ，自己主張 し な

い ，他人 に 流 され や す い と い わ れ て い る
］5｝．そ の よう

な性 格 は
，

きっ ぱ り断 れ な か っ た り
，

疑 問 点 を確認 し

なか っ た り ， 周 りの 雰囲気に流 され て しまっ た り，と

い っ た契約時 の 行 動 に つ なが るの で は な い だ ろ うか．

また ，現代 の若者は，社会へ の 貢献意識が 低 い と い わ

れ て い る が ，自己の 消費行動 に対する責任感が乏 し く，
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表 2．消 費行動 と ク レ ジ ッ トに 対す る 考え方

商 店街 を

　　　 　 衝動買 い
ぶ ら ぶ ら

　　　 　 をす る
歩 く

お 金 を 親

に 出 して

もらう

友人知人　お 金 の た め　ブ ラ ン ド　通信販売 な

に お 金 を　ア ル バ イ ト　 を気 に す 　どで 買 い 物

借 りる 　 　をす る 　 　 る 　 　 　 をす る

ク レ ジ ッ トは 利用す るべ

きで は な い

多重 債務や 自己破産 に な

る 可 能性が あ る

高額 な 商品
・サ ービス も

買 え る よ うな 気が す る

今欲 しい も の が 手 に 入 る

ク レ ジ ッ トは 便利 だ

拿 拿

1

・ 寧 零 ■

拿

’
危険率 5％ で 有意 差 あ り，

艸
危 険 率 1％ で 有 意 差 あ り，

榊 噌

危険率 0．1％ で 有意差あ り．

消費者被 害 に あ っ て も自分 だけ の こ とと し て 捉え，相

談機 関 に 訴 えず，泣 き寝入 りす る者が 多 い の で は な い

だ ろ うか．現代の 不安定 な時代 を反映 し て ，若者 の 中

に は ，将来の 目標が 定 まらず ， 不安を抱 えなが ら生活

する者 も多 い ．悪質な業者 は そ う した若者の 不安感 に

取 り入 っ て い ると も考 えられ る ．

　若者 の 消費者被害が増加 し て い る要因と して ，上 記

の よ うな現代の 若者の意識や 性格特性が 考えら れ る の

で は な い か と推測 し た ．こ こ で は
， そ う した 現代 の 若

者の 性格特性が，消費者 トラ ブ ル に対す る考 え方 とど

の よ うな関連 があ る の か を分析す る．

　 自分 の 性格特性な ど に つ い て ，「ま っ た くそ うだ」

か ら 「ま っ た くそ うで ない 」の 4 段階 に 「わ か らな い 」

を加え て 回答 を得 た ．結果 を 図 5 に 示す．「将来の 目

標 ， や りた い こ とがあ る」 とい う項目 に対 し， 8 割近

くの 学生 が肯定 して い た．そ の
一

方で 「将来 に対 して

不安で あ る」 とする学生 も 8 割近 くみ られ た．本調査

対象学生 の 多 くが ，将来に 不安 を感 じなが ら も，目標

をも っ て い る こ とが わ か っ た．また，「私 は お 人 よ し

で あ る」「断 る ときで もき っ ぱ り断れ な い 」「そ の 場 の

雰 囲気 に 惑わ され や す い 方だ」 とい う項 目 に つ い て は ，

そ れ ぞ れ 6 割前 後の 学 生 が肯定 し て お り ， 周囲 に 流 さ

れ や す く意思表示 を しな い と い っ た現代 の 若者の 特質

を裏付ける結果 とな っ た ．

　次 に
， 学生が消 費者 として 主体的 な価値観を もっ て

い るか どうか を み る ため に ，消費者 トラ ブ ル に 対す る

考 え方 を調 べ た ，結 果 を 図 6 に 示 す ．「販 売員が 熱心

に 説明 して くれ る と断 りに くい 」「契約条 件 を聞い た

り，契約書 を読む の は 面倒 だ」 に つ い て ，そ れぞ れ 6

割前 後 の 学生が肯定 して い た ．契約時の 態度 に 問題 の

あ る 学生 が多い こ とが わ か る ．消費者 トラ ブ ル の 原因

に つ い て 尋 ねた と こ ろ ，「消費者が は っ き り断れ な い

の が原 因」 「事業者 が情報 を開示 し な い の が 原因」 を，

それ ぞれ 9 割近 くが 肯定 し て お り， 学生 の 多 くが，消

費者 と事業者の 両 方の 責任 を認識 して い る こ とが わか

っ た，

　 こ こ で ，先 に 述 べ た性格特性 と，消費者 トラ ブ ル に

対 す る考 え方をク ロ ス 集計 し た 結果 ，有意差 があ らわ

れ た もの を表 3 に 示 す．縦軸 は 消費者 トラ ブ ル に 対す

る 考え方 を， 横軸 は 性 格特性 を表す．「断る と きで も

きっ ぱ り断 れな い 1 「そ の 場 の 雰囲気に惑 わ さ れ や す

い 方 だ」 とい う特性は ，契約 時 の 態度 を示 す項 目 と関

連 が み られ，そ の よ うに考 える 学生 ほ ど，「販売員が

熱心 に説明 して くれ る とな か なか断 りに くい 」 と思 う

傾 向があ っ た．また，「断る時で もきっ ぱ り断れな い 」

学 生 は ，「契 約条 件を販売員 に 詳 し く聞 く こ と や ，契

約 書 を し っ か り読 む こ と は 面倒 だ 」 と 感 じ，「トラ ブ

ル の 大半は，事業者が 契約 に不利 な事を言 わな い な ど，

情報 を開示 しな い 事が原 因 だ と思 う」傾向に あ っ た ．

「自分 を変 えた い と 思 っ た こ とが ある 」は
， 複 数 の 項

目 との 関連性 が示 された が ，被験者の 人数 に 偏 りがみ

られ，消費者 トラ ブ ル に 対す る考え方に つ い て の 傾向

は認め ら れ な か っ た．

　以上 の よ うに ，性格特性 の 中で も，非主体的な意識

を表 す 「き っ ぱ り断れ な い 」「そ の 場 の 雰 囲気 に惑 わ

され や す い 」 と い う特性 は ，「販 売員 に 断 りに くい 」

「契約書 を読む こ と は 面 倒 だ 」 の よ う に契約 時 の 態度

と関連 を示 し ， 消 費者被害の 要因 とな る こ とが わ か っ

た ．
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　 　 　 　 　 　 　　 　 ま っ た く　 や や そ うだ 　 　あま りそうで

　 　 　 　 　 　 　　 　 そうだ 　 　 　 　 　 　 　 　はな い

　 　 　 　 将 来の 目 標、や り たい こ とが ある

　 　 　 　自分 を変 えた い と思 っ た こ とが ある

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 自分 に は 能 力が な い

自分 の 容 姿 に つ い て 真 剣 に悩 んだ こ とが あ る

　 　 　 　 　 自分の 将 来 に対 して 不安 で あ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 何 で も親 にEXす方 だ

　 　 　友だ ち と本気 で ぶ つ か っ た こ と は な い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 私 は お人 好 しで あ る

　 　 　 　 　 断 ると きで も き っ ぱ り斷れ な い

　　　その 場の 雰囲 気 に 惑わ され や すい 方だ

　 　 　初対 面の 人 と で もす ぐ打 ち解 け られ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 流 行 に 敏 感 な方 だ

嘩讐

0　　　　20　　　　40　　　　50　　　　80　　　100

　　　　　　　　　％　 n＝ 332

図 5．性格特性

そ う　

里 う　

　 　 　

　 　 　 販売 員が 熱心に 脱明 してくれ ると断 りに くい

契約条件 を詳 し く聞 い た り．契約書 を膀むの は 面 倒だ

　 　 　 　 　 　 　 消費者が は っ き り断れ な い の が 原因

　　　 事漿 省が 情服 をし っ か リ関 示 し な い の が頂 因

　事菓者 との 交渉 は面倒だ し、少 々の 楓害は 仕方ない

消 畏 生 活 セ ン ターな どに 問い 合 わせ るの は 恥 ずか しい

どちらか とい 　 そ うは思

えば そ う思わ 　わな い

ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0　　20　　40　　60　　80　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　 　 n＝ 332

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 6．消 費者 トラ ブ ル に対す る考 え方

4．消費者教育と消費者 と して の 意識 　　　　　　 　　に よ り，男女 と もに ，小 ・中 ・高校に
一

貫 した家庭科

（1） 消費者教育を受け た経験　　　　　　　　　　　　教育が 組み 入 れ ら れ た時期に ，中学，高校に 所属 して

本 調 査 の 対 象者 は
，
1989年 の 学 習 指導要領 の 改 訂 　　い る．そ の た め

， 消費者教育 を受け た 経験 の あ る もの
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表 3．性 格特性 と 消費者 トラブ ル に対 す る考 え方

将 来 の 　 自分 を　 自 分 に 　容姿 に つ い 　将来 に

目標が 　変 えた　は 能力　て 悩 ん だ こ 　対 して

あ る 　 　 い 　 　 　が な い 　 とが あ る 　 　 不安 だ

何 で も

親に 話

す

友 だ ちぶ つ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 雰囲 気に 　初対面 の 人
　 　 　 　 お 人 好 　きっぱ り　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 流 行 に
か っ た こ と　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 惑わ され 　と打 ち解 け
　 　 　 　 しだ 　 　断 れ な い　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 敏 感 だ
は ない　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や す い 　 　 ら れ る

販売員に 断 りに くい

契 約 害 を し っ か り読
む の は 面 飼

消費者が 断れ ない の

が 原 因

事業者が 情報を開示
しない の が 原 因

事業者 との 交渉は 面

倒

ト ラ ブ ル で 問 い 合 わ

せ るの は 恥 ず か しい

辱

■

t

蓼3

“
危 険 率 5％ で 有 意 差 あ り，

”
危険 率 1％ で 有 意 差 あ り，°’°

危 険 率 0．1％ で有 意 差 あ り．

　 　 　 　 　 f

　 　 小学 校 囗2．3

中学 校 家庭 科　．・・…．∵ ．・32，6

中学 校 社 会 科 　．∵ ∵
・207

　 高校 家 庭科

　高校 社 会科

　 　 　 大 学

そ の 他

．o，　．．，．「ド，　・　．■■　，　■　r．．齟鹽．．．．幽．鹽．・，・．．．・，．．．鹽．．・．71．

．■．’■’■’■，．「■19．7

．．．P−「 ．・∵ ．∵ ∵
・．・48，0

0．3020

　 　 　4060 　 　　 80
　 　 　 ％

図 7．どの 段 階 の 何 の 科 目で あ っ たか

は多 い こ とが予想 さ れたが ，実際に は全体の 9 割の 学

生 が ，消費者教育 を受けて い た．そ れ で は ，どの 段階

の 何 の 教科 で消費者教 育 を受けた の か を ， 学習指導要

領 に 消費者 教育が含 まれ る家庭科，社会科 を中心 に 尋

ね た．そ の 結果，図 7 に示す よ うに ，高校家庭科で 履

修 し て い た学生 が全体の 7 割で ，女子大学 生 で は 消 費

者教育 の 多 くが ，高校の 家庭科で なされ て い た こ とが

わ か っ た ．

　  　消 費者教育 と消費者 と して の 意識

　消 費者教 育 と消 費者問題 に 関す る 知識等 に つ い て は
，

前述の よ うにすで に報告 され て お り， 消費 者教育 の 効

果 が 認め ら れ て い る．本調 査で は ほ と ん ど の 学生 が消

費者 教育 を受け た こ と が あ る と して い る の で ，消費者

問題 に 関す る知識 に対す る消費者教育の 効果を み る こ

とは しな い ．本調査 で は，キ ャ ッ チ セ ール ス ，ア ポ イ

ン トメ ン ト商法に つ い て
， 学生 の 多 くは

， 「名前 も意

味 も知 っ て い る」 と答 えて い る （図 2）．しか しなが

ら ， 3 で 述 べ た よ うに，学 生 の 中 に は 「衝 動買 い 」 な

ど問題 の あ る消費行動や ，安易な金銭感覚が 見受け ら

れ る．また，ク レ ジ ッ トに つ い て ，正 し く認識 して い

な い 者 もい る ．契約に 際 し て も，契約条件を確認 する，

断る と きに は 自分 の 意思 を きっ ぱ り伝 える，とい っ た

消 費者 と して 基本 的な態 度 が身 に つ い て い な い ．

　それ で は，学生 は，消費者の責任や ，消費者の 立場

を理 解 し て い る の だ ろ うか ．学生 に消費者と し て の 意

識 を尋 ね た 結果 を図 8 に 示す．い ず れ の 項 目 も， 消費

者 と して の 基本 的な意識 を問 うた もの で あ る が ，総 じ

て 学生 の 意 識 は 低 い ．ま た ，消費者 と して の 意識 に及

ぼす消費者 教育 の 影響 をみ るため，ク ロ ス 集計 をお こ

な っ たが ，消費者教 育を受けた こ とが ない とす る 回答

者群が 少ない た め か
， 消費者教育 の影響 は 認 め られ な

か っ た ．

　（3） 大学 で の 消 費者教育

　 こ こ で ，大学で の 消費者教育の 有効性 に つ い て 検討

して み る こ と とする．本調査で は，全体 の 5 割 の 学生

が ，大学 で 消費者教育を受け た こ と が あ る と して い た．

図 8 に 示 した 消 費者 と して の 意識 に つ い て，大学 で の

消費者教 育に よ り，結果 に 差 が み られ る か どうか を検

討 した．ク ロ ス 集計 の 結果，「消費者は事業者に 比 べ

て 弱い 立 場にある 」 とい う考え方に つ い て，消費者教

育 の 有無が
， 危険率 1％ で 有意に 影響 して い て

， 大学

で消費 者教 育 を受けた者 の 方が ， 正 しく認識 して い た．

消 費者 問題 の 起 こ る構造 的 な要 因 は ，消費者 と事業者

の 情報量，技術力，交渉力 などで対等 な立場に ない こ

とで ある ．こ うした背景 を理解 し，消費者の権利や責

任 を 自覚する こ とが ，主体的 に行動 し責任 を負 う，自

立 した消費者 とな るた め に 重要で ある と考える．こ う

した教 育は，高校 まで に な され る必 要が ある と考 える

が ，現 状 の 時 間 数 で は むず か し い の か も し れ な い ．

　消費生 活が 多様化 し ， 複雑化 して い る 現代 に お い て ，

自らの 生活を守 る だけ で は な く，ほ か の 消費者 の 意識
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消費者は 事粟9 よ り弱い 立場 にある

自分 の 消費行 動 が 社 会 的 に も影 響を及 ぼ す と思 う

瑕 境 に 配 慮 した製 品 を 買 うよ う心 が け て い る

電 気 製品 の 取 扱脱明書 は 理 解 す るま で よ く続 む

食 品 の 原 材 料 や．振 服 の 絵表 示 を確毘 して か ら購 入する

0　　　　50　　　100　　150　　200　　250　　3◎0　　350

図 8．消 費者 と して の 意識

を も高め ，望 ま しい ル ール や 制度作 りに参加 す る とい

っ た 人材の 育成が 課題 と され て い る
t6）．大学で の 消費

者教 育は ，そ の よ うな社会的要請 に こ た える必要が あ

る と考え る ．そ の ため に は ，小 ・中 ・高校 で ，生活 者

と し て 自立 で きる よ うな教育 を行 い ，大学 で は，社 会

構 造 の 中 で 消費者問題 を捉 え
， 消費者全体，社 会全体

を視 野 に 入 れた働 きかけが で きる人材 を育成する こ と

が 求め られ て い る．

　（4） 消費者教育 の 課題

　 以上 の よ うに ，女子大学生 の 非主 体的な価値観や 消

費行動 は ，消費者被害の 要因となりうる こ とがわか っ

た ．消費者教育の 課題 は ， 悪 質商法 な どの 知識 を与 え

る だけで はな く，生徒，学生 に消費者問題 の 背景や ，

消 費者 の 権利 と貴 任を自覚 さ せ ，主 体的な価値観や 消

費行 動 を身に 付 け る よ う導 くこ と で あ る．

　今井 と中原
17｝

は，批 判思 考的意思決定 能力 の 開発 を

本質理念 とする 消費者教育に は，教授者 と学習者 の 双

方 通行的 な方法が よ い と して い る ．また，鈴木
］S）
は，

消費者教育 で ，児童 ・生徒 に 能動 的 な 学習 を さ せ る こ

とで ，児童生徒の 学習意欲 が高 まる こ と ， そ して 大 学

生 に お い て もロ ール プ レ イ や デ ィ ベ ー
トが有効で あ る

こ とを示 して い る．今後は ，さ ま ざまな教育実践 を通

じて ，児童 ，生徒 ，学生 の 意識 を変化 させ て い く こ と

が 課題 で あ り，またそ う した実践 の 積 み 重ね が ，若者

の 消費者被害の 減少に結び つ くと考 える．

　 5．ま と め

　本稿で は，女子大学生 を対象 と した消 費者 被害に つ

い て の 調査結果 か ら，女子大学生 の 消費者被 害 の 実 態

を明 らか に した ．また ， 消費者被害 の 要因が ，女子大

学生 の 非主体的な価値観や消費行動に ある の で は な い

か と考え，検証を試み た．そ して ，自己 の 価値観 に基

づ い た 主体 的 な意思決 定が で きる よ うな 人 を育て る た

め の 消費者教 育 の あ り方 を，大学 で の 消費者教育の 有

効性 を含 め て 検討 した，結果 をま と め る と 以下 の よ う

に なる．

　  本調査で は ，金銭的な被害 をと もな う消費者被

害 を経験 して い た もの は 全体 の 1割 で
，

キ ャ ッ チ セ ー

ル ス な どの 悪質商法で 勧 誘 を受けた こ と の あ る学 生 は
，

全体の 5 割程度で あ っ た ．女子大学生 に は，化粧品や

エ ス テ テ ィ ッ ク の 勧誘が 圧倒的に 多い が
， そ れ 以外 に

も勧 誘時 の 商品 ・サ
ービ ス の 内容 は ，多岐 に わ た っ て

い た．

　  女子大学生 の 消費行動の なか で も 「衝動買 い 」

と，ク レ ジ ッ トに対する考え方に は ，有意な関連が み

られ，「衝動買 い 」 を よ くす る 学生 は
，

ク レ ジ ッ トの

利用 を安易に 考える傾 向が み られ た．また，「お金 が

な くな っ た ら親に も ら う」 と答 え る 学生 ほ ど
，

「ク レ

ジ ッ トの 利用 に よ り自己破産 して しまうか もしれ ない 」

と自己 の ク レ ジ ッ トの 利用 に 不安 を覚えて い る こ とが

わか っ た．

　  　女子大学生 の性格特性の なか で 「き っ ぱ り断れ

な い 」「雰囲気 に惑わ さ れ や す い 」 の よ うに考 える 人

ほ ど，「販売 員 に 断れない 」「契約書 を読 むの は面 倒 だ」

な ど，契約時 の 態度 に 問題 がみ られた．

　  女子大学生 の 9 割は消費者教 育 を受け た経験が

あ り，そ の うち 7 割は ，高校家庭科で 学ん だ と して い

た．大学 で 消費 者教育を受け た者は ，消費者問題 の 背
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景 を 理 解 し て い る もの が 多か っ た ．

　今 後は，学生 の 非主体的 な価値観や行動 を変え て い

くため の働 きかけに つ い て 検討 した い ．

　調査 に ご 協 力 い た だ きま した久保 田真理子 さ ん，学

生 の 皆様 に 記 して 感謝 の 意 を表 します．本研 究 は
一

部，

鎌倉女子大学紀要 7 号 pp．149−156 （佐藤等 2001）同

8 号 pp ．99−105 （佐藤等 2002） に 報告 した ．消費者

被 害 の 実態 と消費行動 ・性格特性 （7 号）は ，単純集

計 を中心 に まとめ た．消費者教育 に つ い て （8 号）は，

本 稿で 述 べ た 大学 で の 消費者 教育を 含 め て
， 高校 を 卒

業後 ， 消費者教 育 の 機 会が な い 若者 に ， 消費者情報 を

知 らせ るため の 有効 な手段 に つ い て 検討 して い る．
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